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c 99 トウモロコシー片ゲルの性劃て及ぼt琉］鵜条抒の影響

　　　　広島大教芦　　　井川佳子

　目　的　温浅履晨のitいが｀、トウそ｡･ココシ澱紛ゲルの像質に与える影響を｡跨討するr-め、

初穆条件の貿なるー粉膚浅約8％のデル色調製し, 物理将柾、客能符像、ゲル£鵡辰して

いるー粉蘇の桂状にっいマ実験^いな。

　才　低　澱紛ゲルま. 邁媒が水のやレ(以下水ケ勺レ）とスキムミルク盛装のｸ勺レり久下

ミルク7")レ）の2種と[ U。加犯条件は. ダ^、/∂゜帰､/-^Aの∂峻障とし, %'C到逗後

直らに冷卯tるゲ｀ル（以下対薦）t , n‘乙r^晋μ＼継焼口穆j｀るゲjレ（以ごF ■t3介刀口外）の

冶計b恚件としU．ヶ勺レ･t直径^ c*t.のt"- カに麦し入れ｡, /∂゛こ･の水中ごお晋涛即後t謳に

2 時期以X､裁置し1 . それぞれの劃定｛て用いＲ。物理躊擢･ま夕｀≒イrグラフご劃定し, 劇定

系件は. 円形平型プラン?-"ャーil ikA・m. ,プランジャー速浅μ哨匈ヽ､クリアランス7.ター｡t

I r-v．5-i クフI の一対に｡較砥､£用い. 加穆遠浅の貿なるゲル相互屈の官能的な差を調ぺ｀

ａ。i れぞれのj")レを%凛メ9 ノールe｀めく四紡末試粁れ、かアミラーゼ･プJレラタ

- ゼj£による絢巳浅（m粉の萌暖浅隋を細べμ。

　銘　果　破町エ｡初レギ‘－, 最久方力曇に対賊めｹ"j／周f･い口狐癒差による鬼は-iぐく、

1･i兪口臨で･まﾛ班土恥^まいもの＼i <c･高か■>r--. 凝集在･ま）くゲル+3冷ヽ刀口鴉の/叩ヅ分どあ

く、ミルフケI’）レ■>5分刀口想が対屎よn高くな・rこ。官能検兪によゐもま｡ヵヽrりとねぼぐの

哨回に見られn。綱紀A･i
■

ミ）レクゲ)＼／の/ぴ吻ヽ£/7’吻T哺島川＆く。飼卓洙･jバa分

flD凹によ・マ虐尺l 仁。

　A) 挫川は卜･ﾖ本調哩科俘会恥和62年浅又公研尭発象参a 貳、h-ﾉﾌ、P.22 .

C 100 サゴ澱粉ｸ勺ﾚの調理特性
　　　　失立女大家政、　Ｏ高橋節子　K衆千恵･3-　　平尾和子

　f B的i　yコ御チの尉幹｀μ畜履ざれ軟
檻の高･ヽバイオマスとして延年産Iわ良いヽる. 調理材科としZ は．ま亙2・りﾉ'－ル状

轍<^fμ^販ぎμ､、ゼIリーやググA ンダ、ヌーグ^身など･^'^くヵ｀p利用ざ'>(＼乙名リ

fの独苛の食感がよ5 c ぼ'れひヽる．サコ槻和よアミロース全量ダトクモーロ:･シ帰着μ

く、ﾀﾞ｀/哨戒性が゛大ざ゛あ影瀬煮や壇明性匯､り躇芦膀に‥ず尚い以”の煉質き示す近く，ﾀﾞﾙ形戒性が大t゛あ')，瀬煮や壇明性
ことわ，ハ・リレ状滋か-^fkうず名農りダル　　　／　　ｆ　ｙﾐ'　　　　　　之　　f゛/‾　　‾　″W　　　　　　/｢こりり，ハ・リレ状滋か-^fkうず名農りダル状調理食西i--声く刹恥｀きうと孝え川しi.

ぞこで本釈告μかヽr Iよ,グブ庫粉ゲノリグタスナヤー待性やレオロジー砂煉質き明りヽ

り'i t 八I--.　アミロース考量およびアミロペアケ> り辞長刳?^ゲノけ過汰μよダ求

めt物性との馴係μフ‥rオ募c r-。

　け刺　アコ｀゛原肋ヽはマレーシア連呼，ダクタア曼リ^^，縛^.　トク≪.ロコシ，t

身およ砿棟瓦の名粛粉と此歌に:。グル･り調無闘卵｀庫刃師とし，ビスゾ）アイーrこ

よリβに｀ぶ分即口蔡1/ /･;り, S'け2倚関卯捗測和栄匹。グり尹/･ スチ々一
片乖値，静的，勣的聊騨性定獣りｔ値，静的，鋤的お騨性定教り

;,1 ーフ’メソづ今-t蒙.)およびレ;r ロダ'77グ｀/り^将領丿゛よび..
消畢]m降りiりヽp，フゴ'犀粉ヽｸﾞうLlt,r ﾘｰ7'コ'-7リイア≒^が尋喬薯布粉

トワいr｀大り'/(|り
の雖長分苧と求めたとこラ，fゴ康鈴の斤.x／prx り値騨豆瀕粉り

き示レ尺.


